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②登山者端末が起動し、GPS位置情
報を救助隊等へ送信。

①遭難者が操作可能な場合、
手動でGPS位置情報を発信。
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①遭難者が自ら操作できない場
合、救助隊等の検知者端末から
送信要求コマンドを送信。

 評価項目

●機能面

ケース１： 遭難者からの通報（ＧＰＳ位置情報）が、山小屋の検知者端末の地図上に正しく表示されるか等。

ケース２： 遭難者が自ら操作できない場合、救助隊等の検知者端末からの送信要求コマンドにより登山者端末が起動し、その

通報（GPS位置情報）が、救助隊等の検知者端末の地図上に正しく表示されるか等。

●利用面

救助機関等の視点（利用者の立場）から機能、性能、操作性等の評価等。

②遭難者からのGPS位置情
報を基に救助開始。
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